
 

 

 

【働くものと県民のための静岡県労働研究所】 

 

11 月16 日（木）   
会場：静岡県評会議室 

 

 

第 125 回定例研究会      だれでも参加できます      

静岡市呉服町商店街の 10 年前と今 

街並みから見えてくる振興施策の課題 

報告：瀬川 るみ 氏（静岡県商連 事務局長） 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

※連絡先：〒422-8062  静岡市駿河区稲川 2-2-1 セキスイハイムビルディング７Ｆ（静岡県評内） 
      静岡県労働研究所  TEL 054-287-1293 FAX 054-286-7973 

メール roudouadv@wave.wbs.ne.jp  ホームページ http://www.geocities.jp/shizuokarouken/ 

これからの企画 

 

◆ウィンターセミナー 

日時…12月 17 日(日) 午前 10：00～ 

静岡労政会館 視聴覚室 

「コミュニティ・オーガナイジング

ワークショップ」 

天池洋介 氏 

（岐阜青年ユニオン委員長） 

 

◆第 126 回定例研究会 

日時…1月 18 日(木) 午後 6：30～ 

    静岡県評会議室 

「雇用不安とライフコースの変容

―韓国の「Ｎ放世代」論を中心に―」
 福島みのり 氏（常葉大学 准教授）

 

18：30～ 

気づけば大きく変化した街並み 

2007 年に静岡市で開催された第 15 回中小商工業全

国交流・研究集会において、「呉服町名店街とまちなみ散

策 」というテーマで移動分科会が行われました。 
呉服町名店街、呉六名店街、紺屋町名店街と 3 つの名

店街で成り立つ呉服町通りの商店街は、 「静岡駅を出る

と松坂屋、丸井、パルコ、伊勢丹などを回遊する流れの

中に立地し、また駅から県庁や市役所など主要公共機

関・施設へ向かう人の流れ中に立地する、現在わが国で

最も元気のある商店街」（当時のまとめ） ということで、

全国の参加者から非常に注目を集めました。 
呉服町通り商店街全体が 10 年経過した今、どういう

街並みに変化しているか。当時の分科会助言者をしてく

ださった、当時静岡大学副長の山本義彦先生と駒沢大学

の番場博之教授のまとめと予測に照らし合わせながら、

散策してまとめました。 


